
CDPの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイス上で Cisco Discovery Protocol（CDP）を設定する方法につ
いて説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• CDPについて（1ページ）
• CDPの注意事項と制約事項（3ページ）
• CDPのデフォルト設定（3ページ）
• CDPの設定（4ページ）
• CDPコンフィギュレーションの確認（7ページ）
• CDPのコンフィギュレーション例（7ページ）

CDPについて
Cisco Discovery Protocol（CDP）は、ルータ、ブリッジ、アクセスサーバ、コミュニケーショ
ンサーバ、スイッチを含め、シスコ製のあらゆる機器で動作する、メディアにもプロトコルに

も依存しないプロトコルです。CDPを使用すると、デバイスに直接接続されているすべてのシ
スコデバイスの情報を検出して表示できます。

CDPはネイバーデバイスのプロトコルアドレスを収集し、各デバイスのプラットフォームを
検出します。CDPの動作はデータリンク層上に限定されます。異なるレイヤ3プロトコルをサ
ポートする 2つのシステムで相互学習が可能です。

CDPが設定された各デバイスは、マルチキャストアドレスに定期的にアドバタイズメントを
送信します。各デバイスは、SNMPメッセージを受信できるアドレスを少なくとも 1つアドバ
タイズします。アドバタイズメントには保持時間情報も含まれます。保持時間は、受信デバイ

スが CDP情報を削除するまでに保持する時間の長さを表します。アドバタイズメントまたは
リフレッシュタイマーおよびホールドタイマーを設定できます。

CDP Version-2（CDPv2）では、接続デバイスとの間でネイティブ VLAN IDまたはポートデュ
プレックスステートが一致していないインスタンスを追跡できます。

CDPでは、次の Type-Length-Value（TLV）フィールドがアドバタイズされます。

•デバイス ID

CDPの設定
1



•アドレス

•ポート ID

•機能

•バージョン

•プラットフォーム

•ネイティブ VLAN

•全二重/半二重

• MTU

• SysName

• SysObjectID

•管理アドレス

• Physical Location

• VTP

すべての CDPパケットに VLAN IDが含まれます。レイヤ 2アクセスポート上で CDPを設定
した場合、そのアクセスポートから送信される CDPパケットには、アクセスポートのVLAN
IDが含まれます。レイヤ 2トランクポート上でCDPを設定した場合は、そのトランクポート
から送信される CDPパケットに、トランクポート上で許可設定されている最小の VLAN ID
が含まれます。トランクポートは、そのトランクポートの許可 VLANリストに指定されてい
るVLAN IDであれば、どのVLAN IDが含まれているCDPパケットでも受信できます。VLAN
の詳細については、『Cisco Nexus 9000シリーズNX-OSレイヤ 2スイッチング設定ガイド』を
参照してください。

VTP機能のサポート
次の条件に当てはまる場合、CDPはVLANトランキングプロトコル（VTP）の type-length-value
（TLV）フィールドを送信します。

• CDPバージョン 2がイネーブルになっています。

• VTP機能がイネーブルになっています。

• VTPドメイン名が設定されています。

show cdp neighbors detailコマンドを使用すると、VTP情報を参照できます。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/7-x/layer2/configuration/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide_7x.html


高可用性

Cisco NX-OSは、CDPのステートフルおよびステートレス両方のリスタートとスイッチオー
バーをサポートします。ハイアベイラビリティの詳細については、『Cisco Nexus 9000シリー

ズ NX-OSハイアベイラビリティおよび冗長性ガイド』を参照してください。

仮想化のサポート

Cisco NX-OSは、CDPのインスタンスを 1つサポートします。

CDPの注意事項と制約事項
CDPに関する設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•接続数が 256のハブにポートを接続した場合、CDPはポートあたり最大 256のネイバーを
検出できます。

•デバイス上で CDPをイネーブルにする必要があります。イネーブルにしておかないと、
インターフェイス上で CDPをイネーブルにできません。

• CDPを設定できるのは、物理インターフェイスおよびポートチャネル上に限られます。

• Cisco NX-OSリリース 10.3(1)F以降、CDPは Cisco Nexus 9808プラットフォームスイッチ
でサポートされます。

• CiscoNX-OSリリース 10.4(1)F以降、CDPは次のラインカードおよびスイッチでサポート
されます。

• Cisco Nexus 9804プラットフォームスイッチ

• Cisco Nexus X98900CD-Aラインカード

• Cisco Nexus X98900CD-Aラインカードと Cisco Nexus 9808および 9804スイッチ

CDPのデフォルト設定
次の表に、CDPパラメータのデフォルト設定を示します。

デフォルトパラメータ

グローバルおよびすべてのインターフェイス

でイネーブル

CDP

バージョン 2CDP version

シリアル番号CDP device ID

60秒CDP timer
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デフォルトパラメータ

180秒CDP hold timer

CDPの設定

この機能の Cisco NX-OSコマンドは、Cisco IOSのコマンドとは異なる場合があります。（注）

CDPのグローバルな有効化または無効化
CDPはデフォルトで有効になっています。CDPをディセーブルにしてから、もう一度イネー
ブルにできます。

インターフェイス上で CDPをイネーブルにするには、先にデバイス上で CDPをイネーブルに
しておく必要があります。CDPがグローバルなディセーブルになっているときに、特定のイン
ターフェイス上で CDPをイネーブルにしても、これらのインターフェイス上で CDPがアク
ティブになることはなく、エラーメッセージが戻ります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] cdp enable

3. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal switch(config)#

デバイス全体で CDP機能を有効または無効にしま
す。デフォルトでは有効。

[no] cdp enable

例：

ステップ 2

switch(config)# cdp enable

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 3

switch(config)# copy running-config startup-config
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インターフェイス上での CDPの有効化または無効化
CDPはデフォルトで、インターフェイス上でイネーブルです。インターフェイス上で CDPを
ディセーブルにできます。

CDPがグローバルなディセーブルになっているときに、特定のインターフェイス上で CDPを
イネーブルにしても、これらのインターフェイス上で CDPがアクティブになることはなく、
エラーメッセージが戻ります。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface slot/port

3. [no] cdp enable

4. （任意） show cdp interface interface slot/port

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスでCDPを有効または無効にし
ます。デフォルトでは有効。

[no] cdp enable

例：

ステップ 3

CDPがデバイス上でグローバルに有効
になっていることを確認します。

（注）switch(config-if)# cdp enable

インターフェイスの CDP情報を表示します。（任意） show cdp interface interface slot/port

例：

ステップ 4

switch(config-if)# show cdp interface ethernet
1/2

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config
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CDPオプションパラメータの設定
この手順でオプションのコマンドを使用して CDPを変更できます。

手順の概要

1. configure terminal

2. （任意） cdp advertise {v1 | v2}
3. （任意） cdp format device-id {mac-address | serial-number | system-name}
4. （任意） cdp holdtime seconds

5. （任意） cdp timer seconds

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal switch(config)#

デバイスがサポートするCDPのバージョンを設定し
ます。デフォルトは v2です。

（任意） cdp advertise {v1 | v2}

例：

ステップ 2

switch(config)# cdp advertise v1

CDPデバイス IDを設定します。オプションは次の
とおりです。

（任意） cdp format device-id {mac-address |
serial-number | system-name}

例：

ステップ 3

• mac-address：シャーシのMACアドレスを指定
します。switch(config)# cdp format device-id mac-address

• serial-number：シャーシのシリアル番号/組織固
有識別子（OUI）

• system-name：システム名または完全修飾ドメ
イン名

デフォルトは system-nameです。

CDPネイバー情報を削除するまでに保持する時間を
設定します。範囲は 10～ 255秒です。デフォルト
値は 180秒です。

（任意） cdp holdtime seconds

例：

switch(config)# cdp holdtime 150

ステップ 4

CDPがネイバーにアドバタイズメントを送信するリ
フレッシュタイムを設定します。範囲は 5～ 254秒
です。デフォルトは 60秒です。

（任意） cdp timer seconds

例：

switch(config)# cdp timer 50

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

CDPコンフィギュレーションの確認
CDP設定を表示するには、次のタスクのうちのいずれかを実行します。

目的コマンド

CDPがイネーブルになっているすべてのイン
ターフェイスを表示します。

show cdp all

CDPデータベースエントリを表示します。show cdp entry {all | name entry-name}

CDPグローバルパラメータを表示します。show cdp global

CDPインターフェイスのステータスを表示し
ます。

show cdp interface interface slot/port

CDPネイバーのステータスを表示します。show cdp neighbors {device-id | interface
interface slot/port} [detail]

インターフェイスのCDPトラフィック統計を
表示します。

show cdp interface interface slot/port

インターフェイスのCDP統計情報を消去するには、clear cdp countersコマンドを使用します。

1つまたはすべてのインターフェイスの CDPキャッシュを消去するには、clear cdp tableコマ
ンドを使用します。

show cdp neighbors detailコマンドを（ show cdp neighborsコマンドの代わりに）使用するこ
とを推奨します。show cdp neighborsコマンドが表示するのは、プラットフォーム名の 13文字
だけです。完全なプラットフォーム名を表示するには、show cdp neighbors detailコマンドを
使用します。

CDPのコンフィギュレーション例
CDP機能を有効にして、リフレッシュタイマーおよびホールドタイマーを設定する例を示し
ます。

configure terminal
cdp enable
cdp timer 50
cdp holdtime 100
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


